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レーザーラン競技
（ランニング・射撃）

UIPM –国際近代五種連合 2018版競技規則



 個人競技(男子及び女子)

 リレー競技(男女混合、男子、女子)
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 シニア・ジュニア・U19の男子及び女子の競技 :
 ハンディキャップスタート、約２０ｍのランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 合計: 3200 m

 U17の競技 :
 ハンディキャップスタート、約２０ｍのランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 合計: 2400 m
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 U15 : 合計 1600 m.

 ハンディキャップスタート、約 20m ランニング

 ５発命中 (時間制限 50”) 

 800m ランニング

 ５発命中 (時間制限 50”) 

 800m ランニング

 U13 : 合計 800m （2 x 400m）

 U11 / U9 : 合計 400m （1 x 400m）
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第１走者
 ハンディキャップスタート、約２０ｍのランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
第２走者
 ﾘﾚｰｿﾞｰﾝで第１走者から引継ぎ、約２０ｍのランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング
 ５発命中 (時間制限 50”) 
 800m ランニング

 合計距離:  3200 m
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 シニア、ジュニア、U19
 500 点が与えられるタイムは 13’20” 距離 3200 m
 U17
 500 点が与えられるタイムは 10’30”  距離 2400 m
 U15
 500 点が与えられるタイムは 7’40” 距離 1600 m
 U13
 500 点が与えられるタイムは 5’20” 距離 800 m
 U11 ／ U9
 500 点が与えられるタイムは 4’00”  total   400 m

 それぞれ500点のタイムを基準とし、+/-１秒毎に
+/- １ポイントが加算される。
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五種目１会場構想
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通常のコース

スタートレーン A/B/ Pを設置

Ｐはスタート前のﾍﾟﾅﾙﾃｨを科すﾚｰﾝ

標 的 設 置 線

射 撃 ラ イ ン

射撃エリア

ＬＰＡ 400m～600m

ゴール

審 判 エ リ ア

36 35 34 33 32 31 ……………… 3 2 1 予1 予2

36 35 34 33 32 31……………………..  予1 予2

最終周回で、フィニッシュ選手のみ走行

LOCは、安全で適したレーザーラン競技コ
ースを提供する責任がある。

Ｗ－ｕｐ時のコーチエリア

A

B

P



射撃場の必要条件

36

36

1 予備標的

天候が悪いと予測される場合、射撃場は特別な屋根覆いを使って
選手を雨から守りるとともに、射撃テーブルの下の防水ボックス
を使用して、選手のピストル、水、タオル、双眼鏡も保護する必
要がある。

11m

38/40 

m.
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走行方向
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選手を保護する天幕
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射撃エリア
目に見える線で明確に
表示する必要がある。

射座の幅 1 m +- 15 cm

後 方 線

射 撃 線
射座の深さ
約１ｍ

側線
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レーザーラン競技 – Warming up Loop

審判エリア

射撃ライン

標的ライン

10m

最低 4m一方通行

18 17 16 15 14 13  12  11 10 9 8 7   6    5    4   3   2   1   Res 1

18 17 16 15 14 13  12  11 10 9 8 7   6    5    4   3   2   1   S1 S2 

W-UP時のコーチエリア

ウォームアップと競技の間、競技者は一方の側から
範囲に入り、他方の側から出なければならない。

射撃エリアは一方通行である。

W-UP時には選手が途中でショートカットして約80 mで射座に戻ってくることができる様
に進入ポイントを設置する。

W-UP時の走路

競技時の走路
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射撃線からジャッジエリアまでの距離は4～5ｍ程度

各射撃シリーズの前後に、選手が他の選手の邪魔をすること
なく射座に走って出入りでき、射場役員やUIPM TD 及び NTO
がその責務を果たせるように、射座の後ろには十分なスペー
ス（最低4m）がなければならない 。
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来賓ｴﾘｱ
AREA  VIP
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LOCは、来賓およびスポンサー等のための専用のスペシャルエリア
を、競技観戦に最も適した場所に設置する必要がある。
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来賓及びｽﾎﾟﾝｻｰｴﾘｱ
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A sheltered area for the pentathletes must be provided 
by the LOC to protect them from the weather. (5.15. vii)

17

Athletes

？



HT：ターゲットのヒット範囲（黒い範囲）のみでレーザー信号を
検知する。

H&M：ターゲット上全体でレーザーを検知し、ヒット範囲とミス
範囲を判別する。







No penalty



表示板（結果表示板）
選手が射座に到着し、射撃シリーズを開始する際、表示板は３通
りの表示を示す：

すべての5つのランプが
赤色に点灯する

22

この場合、第1のランプ
は緑色になり、他の4つ
は赤色に点灯する

1) 1発目の射撃がヒット

2) 1発目の射撃がミス

最初の射撃がヒットであってもミスであっても射撃シリーズ
はスタートされる。また、無効なゾーンに当たっても射撃シリ
ーズはスタートされる。
射撃シリーズは、発射数無制限で5発命中させなければな
らず、その時間制限は50 秒である。

反応せず全てのランプが
点灯しない

3) 1発目に標的が無反応
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＊選手は競技用着を着用
しなければならない。

＊選手は、背中にはっきり
見えるように名前を表示
し、その下には国別コード
を表示する。文字は７～
１２ｃｍのサイズで下地と
は対照的な色を用いる。

選手は、スパイクの有無にかかわらず、陸上競技用シューズを履いて競技しなけれ
ばならない。スパイクの使用制限がある場合は、LOCは招待状に記載する必要が
ある。
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射撃審判は座って任務に就く：
＊1～2個のストップウォッチ
＊スタートリスト
＊記録用紙
＊ペン

Not during competition ？
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全てのイベント参加者と観客の安全には自己管理が必要である。
ピストルの取り扱いに注意を払い、関係者全員が競技場内を移動
する際の注意を払うとともに、ピストルを安全かつ効率的に取り扱
うことができるようにするのは選手やチーム代表者の責任である。
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Starter  is responsible for synchronising his own and the

timekeepers’ watches and for giving the start signal to the first

pentathlete at the moment he is due to start and informing him

prior to the start about the remaining time to the start. 26

スターター

スターター補佐 スターター補佐

スターター助手

UIPM  TD

タイムキーパー
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＊W-UPはスタート3分前に終了し、選手はスタートエリアに集合する。

＊スタートの2分前に、全ての選手はスタートエリアにいなければならない。

＊スターター補佐は選手を各ゲート毎、スタート順に並べ始める。

＊スタート1分前に、全ての選手は、スタート順で各ゲートに待機する。

＊スターターは「スタート1分前」“One minute to start.”を通告し、アナウンサーは場
内放送を入れる。

＊スターターは選手に、スタートの30秒前、20秒前、10秒前に、「スタート
30（20）（10）秒前」を通告する。“30 (20) (10) seconds to start” 

＊タイムキーパーからのOKの合図後、スターターは最初のランナーに 「５、
４、３、位置に付いて」“Take your marks,” の号令に続いてスタート号砲を発する。

競技開始
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レーザーラン競技
スタートリスト（２つのゲートに割り振る）

完全なｽﾀｰﾄﾘｽﾄ
の配布先: 

＊スターター
＊UIPM TD.

＊アナウンサー
＊ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
＊射撃ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
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スタートリスト（ゲート別）

ｹﾞｰﾄ別ｽﾀｰﾄﾘｽﾄの
配布先:

＊ｽﾀｰﾀｰ補佐
＊ｽﾀｰﾀｰ助手
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模範的なスタート
31

選手に触れてはならない。
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スターターとアナウンサーは、選手のスタートが早過ぎたり
不正スタートがあった場合は、選手及び観客に対して通告する。

＊もし選手がスタートすべきタイムにスタートを切らなかったとしても、スタート
リストのスタートタイムから記録は計測される。
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＊選手がスタートリストのスタート
タイムの前にスタートラインを越
えたり触れたりすると不正スター
トとされ、スタートタイムの前に
は、両足がスタートラインの後方
になければならない。

射撃ラインからの不正スタートについても、
不正スタートの場合の同じルールが適用さ
れる。（10秒ﾍﾟﾅﾙﾃｨ）
ただし、命中４発で制限時間50秒の前にラ
ンニングをスタートした選手は失権、また、
命中３発で制限時間50秒の前にランニング
をスタートした選手は失格となる。
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ラスト・ペナルティ・ストップ・エリア審判は、2名で配置に付き、射撃場か
ら400m～600mの間に位置する特別なペナルティエリアに留まり、射座では
適用できないペナルティを適用する準備を行う。
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ペナルティを犯した選手には、競技役員によってペナルティが通知され、ラス
トペナルティーエリアにおいてペナルティを受けるのはペナルティ行為を犯し
た選手の義務である。

ラスト・ペナルティ・ストップ・エリア



34

ラストペナルティエリアで科せられるペナルティ
1. 最終射撃ｼﾘｰｽﾞでの射撃終了後、安全にﾋﾟｽﾄﾙをﾃｰﾌﾞﾙに置かない。
2. 最終射撃ｼﾘｰｽﾞの間で、各射撃の間にﾋﾟｽﾄﾙがﾃｰﾌﾞﾙに触れていない。
3. 最終射撃ｼﾘｰｽﾞの制限時間50秒の際、不正ｽﾀｰﾄを犯す。

（ﾗﾝﾆﾝｸﾞｽﾀｰﾄﾗｲﾝを踏越す等）

34ｽﾀｰﾄ時、2分以上のﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟのある選手は、2分後に一斉ｽﾀｰﾄする。

2名の審判員が必要

審判員は、ペナルティを判定する審判員と連携
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レーザーラン競技着順記録用紙
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地上のフィニッシュラインにはビデオカメラで
の記録が義務付けられている。
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武器やその他の射撃機器
や衣服の検査を担当する
３名の用具検査員で構成
される。

競技用品/装備及び衣類
には、選手が広告を含むレ
ーザーラン競技に使用する
材質、装備、競技用品及
び衣類の全てが含まれる。
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ピストルは2丁まで検査を
受けられる。

レーザーピストルには必要なし。
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＊ウォームアップのために、最低20分間の時間を確保する。
＊レンジオープンは競技開始30分前に、射撃ディレクターよりコールされる。
＊スタート10分前には、全コーチに対してコーチエリアからの退去を命ずる。

“Coaches please leave range”

＊射撃ディレクターは、W-UP終了5分前、1分前、30秒前を選手に知らせる。
＊W-UPは、競技開始3分前に終了する。

レンジオープン
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W-UPの際、選手１名に対し１名のコーチが支
援を許可されている。アップ中の選手との接触
による混乱を避けるため、選手への支援は審
判エリアの後方のエリアからのみ許可される。

TARGETS   LINE

SHOOTING   LINE

Shooting Range

Judges Area

36 35 …………   18 …………  .3 2 1 res.1 res 2

Coaches area warming up Period

COMPETITION CORRIDOR
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射座では、選手は水とタオルを使用することができるが、予備のピストルとウォ
ームアップ中に使用する双眼鏡と共にテーブルの下に置かなければならない。
ウォームアップ中コーチは、特別に設置されたコーチエリアから支援や指示を
することは許されている。

レンジオープン（W-UP）
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選手は、自分の射座まで短い距離を走行し、最初の射撃シ
リーズを開始する必要がある。

レーザーラン競技の構成
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各選手/チームは常に同じ射座を使用しなければならない。

選手は割り当てられた正しいターゲットを撃つ責任がある。

射座No1は出発ゲートから最も離れていなければならない。
44

レーザーラン競技の構成



OFFENCES Rule Penalty 

1st time Subsequent Paid at

Contravening clothing regulations 5.6.1 i                                 10” PG 

Modifying dimensions of start numbers  5.6.1 ii 10” PG 

False start 5.6.1 iii 10” SL 

Not placing a pistol safely on the table 

after warm up or shooting series 5.6.1 iv 10” 10” SL or LPA 

Not loading each shot with the pistol 

in contact with the shooting table 5.6.1 v 10” 10” SL or LPA 

Coach assistance during warm up

outside the designated coaches area 5.6.1.vi Warning 10” PG 

Not having the pistol in the box before 

the official warm up period has started    5.6.1 vii Warning 10” PG 

Starting running before the shooting t.     5.6.1 viii 10” 10” SL or LPA 
Holding the unarmed hand higher than 

the athlete’s diaphagram during shot 5.6.1 ix 10’’ 10’’ SL or LPA 
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ELIMINATION DISQUALIFICATION 

 Not completing the course 

 5.6.2 i 

 Deviation, deliberate or not, from the 
course 

 5.6.2 ii 

 Unauthorized assistance 

 5.6.2 iii 

 Using a non-approved pistol 

 5.6.2 iv 

 Shooting on a wrong target 

 5.6.2 v 

 Not stopping at the last penalty area 
when instructed by an official 

 5.6.2 vi 

 Using constant beam during the 
competition series and or audio 
communication outside of preparation 
and warm up time. 

5.6.2 vii 

 Modifying or adjusting the approved pistol 
5.6.3 i 

 Exchanging for a non approved pistol 

 5.6.3 ii 

 Blatant attempt to start too early 

 5.6.3 iii 

 Jostling, running across, or obstructing 
another athlete 

 5.6.3 iv 
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THANKS


